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今
日
、
産
業
界
・
経
済
界
の
激
的
変
化
の

中
で
働
く
人
び
と
の
精
神
的
な
健
康
の
問
題

が
、
従
業
員
福
祉
お
よ
び
雇
用
管
理
の
両
面

で
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
中

で
も
、
職
業
生
活
に
お
け
る
ス
ト
レ
ス
の
過

重
と
そ
の
軽
減
は
、
従
業
員
の
心
身
の
健
康

を
考
え
る
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要

な
課
題
で
あ
る
。

ス
ト
レ
ス
は
少
な
い
に
こ
し
た
こ
と
は
な

い
が
、
完
全
に
取
り
去
る
こ
と
は
で
き
な
い

し
、
そ
の
影
響
の
受
け
方
は
、
個
人
に
よ
っ

て
も
異
な
る
。
ま
た
、
適
度
な
ス
ト
レ
ス
は

人
間
の
成
長
を
促
す
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
複
雑
な
過
程
を
有
す
る
職
業
ス
ト
レ
ス

問
題
に
つ
い
て
、
個
人
や
職
場
で
有
効
に
生

か
せ
、
総
合
的
に
、
か
つ
明
快
に
把
握
で
き

る
診
断
手
段
を
開
発
す
る
こ
と
は
、
長
い
間

の
課
題
で
あ
っ
た
。

筆
者
ら
は
、
ス
ト
レ
ス
状
況
の
認
識
と
対

処
す
る
方
法
を
、
個
人
と
職
場
集
団
が
身

に
つ
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
見
解

に
立
ち
、
そ
れ
を
援
助
す
る
方
策
を
探
索

し
て
き
た
。
そ
の
過
程
で
、 O

sipow
, S. H

. 
&

 Spokane, A
. R. 

作
成
のO

ccupational 
Stress Inventory

（
Ｏ
Ｓ
Ｉ
）と
出
会
っ
た
。

平
成
２
年（
１
９
９
０
年
）の
夏
、
京
都
で
開

催
さ
れ
た
国
際
応
用
心
理
学
会
に
来
日
中
の

ス
ポ
ケ
ー
ン
博
士
と
話
し
合
い
、
彼
ら
の
開

発
意
図
が
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
心
理
学
者
の

立
場
か
ら
、
従
業
員
の
ス
ト
レ
ス
・
ア
セ
ス

メ
ン
ト
を
考
え
た
点
に
あ
る
こ
と
に
、
筆
者

ら
は
強
い
共
感
を
抱
い
た
。
彼
ら
の
理
論
的

背
景
を
研
究
し
た
上
で
、
日
本
に
も
適
用
可

能
と
判
断
し
、
そ
の
日
本
版
の
開
発
に
取
り

掛
か
っ
た
。

日
本
版
の
開
発
は
、
単
に
、
原
版
を
日
本

語
に
翻
訳
す
る
も
の
で
は
な
い
。
理
論
的
枠

組
を
守
り
な
が
ら
日
本
人
に
そ
の
理
論
を
生

か
せ
る
よ
う
に
、
日
本
人
成
人
に
お
い
て
標

準
化
の
研
究
を
行
う
プ
ロ
セ
ス
を
と
っ
た
。

Ｏ
Ｓ
Ｉ
職
業
ス
ト
レ
ス
検
査

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

快
適
な
職
業
生
活
を
援
助

Ｏ
Ｓ
Ｉ
職
業
ス
ト
レ
ス
検
査
は
、
キ
ャ
リ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
立
場
か
ら
作
成
さ
れ
、
職
業
に
就
い

て
い
る
す
べ
て
の
方
に
適
用
で
き
る
、
標
準
化
さ
れ
た
汎
用
的
な
職
業
ス
ト
レ
ス
検
査
で
す
。
働
く
人

の
職
業
ス
ト
レ
ス
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
人
の
心
身
の
健
康
の
増
進
と
快
適
な
職
業
生

活
を
送
る
こ
と
を
援
助
し
ま
す
。
ま
た
、
職
場
集
団
・
組
織
単
位
の
風
土
評
価
と
し
て
も
使
用
で
き
る
た

め
、
職
場
環
境
の
改
善
に
役
立
ち
ま
す
。

検
査
開
発
の
経
緯
と
そ
の
ね
ら
い
を
、
Ｏ
Ｓ
Ｉ
の
手
引
よ
り
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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平
成
２
年
か
ら
同
３
年
に
か
け
て
開
発
研
究

第
１
版
に
よ
る
予
備
的
研
究
を
、
平
成
４
年

か
ら
同
５
年
に
か
け
て
、
開
発
研
究
第
２
版

に
よ
る
標
準
化
研
究
を
行
い
、
日
本
版
Ｏ

Ｓ
Ｉ
の
信
頼
性
と
妥
当
性
を
確
認
し
、「
職

業
ス
ト
レ
ス
検
査［
略
称
Ｏ
Ｓ
Ｉ
］（
標
準
化

版
）」の
完
成
に
至
っ
た
。

そ
の
後
、
今
日
ま
で
、
国
内
の
各
種
学
会

や
国
際
会
議
等
で
日
本
版
Ｏ
Ｓ
Ｉ
の
研
究
発

表
を
行
い
、
各
種
職
場
の
健
康
管
理
実
践
家

や
産
業
・
組
織
心
理
学
研
究
者
か
ら
貴
重
な

批
評
や
助
言
を
得
て
き
た
。
そ
の
結
果
、「
職

業
ス
ト
レ
ス
検
査［
略
称
Ｏ
Ｓ
Ｉ
］」
が
、
働

く
人
び
と
の
ス
ト
レ
ス
管
理
や
職
場
改
善
を

援
助
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、
有
効
で
あ
る
こ

と
に
自
信
を
も
っ
た
の
で
あ
る
。
本
Ｏ
Ｓ
Ｉ

が
、
積
極
的
に
活
用
さ
れ
、
職
業
人
の
健
康

と
福
祉
に
寄
与
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
岡
山
大
学 

教
授　

田
中
宏
二
／
筑
波
大

学 

教
授　

渡
辺
三
枝
子
）

日
本
版
検
査
の
開
発
の
ね
ら
い

⑴　

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
立
場

か
ら
、
職
業
人
の
健
康
と
安
寧
の
維
持
・
増

進
へ
の
援
助
を
目
的
と
す
る
検
査
を
つ
く
る

こ
と
。

⑵　

わ
が
国
に
は
、
ス
ト
レ
ス
反
応
と
し

て
心
身
の
症
状
を
医
学
的
な
立
場
か
ら
測
定

す
る
ス
ト
レ
ス
反
応
検
査
や
、
ス
ト
レ
ス
の

原
因
を
個
人
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
帰
す
る

心
理
検
査
は
多
い
が
、
職
場
環
境
の
中
か
ら

ス
ト
レ
ス
の
原
因
を
見
つ
け
出
し
、
そ
の
原

因
へ
の
対
処
法
を
診
断
す
る
ス
ト
レ
ス
検
査

は
少
な
い
。
本
検
査
は
ス
ト
レ
ス
の
影
響
を

軽
減
し
、
自
分
な
り
の
対
処
法
を
身
に
つ
け

る
と
い
う
予
防
的
な
観
点
か
ら
開
発
す
る
こ

と
。⑶　

わ
が
国
に
は
、
公
器
と
し
て
使
用
で

き
る
意
味
で
の
標
準
化
さ
れ
た
総
合
的
な
ス

ト
レ
ス
検
査
が
少
な
く
、
そ
の
開
発
が
望
ま

れ
る
こ
と
。

⑷　

労
働
が
国
際
化
す
る
社
会
に
お
い
て

は
、
文
化
間
を
越
え
て
共
通
な
尺
度
と
し
て

使
用
に
耐
え
る
検
査
が
要
請
さ
れ
て
お
り
、

米
国
・
欧
州
で
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
Ｏ
Ｓ

Ｉ
ス
ト
レ
ス
検
査
を
、
わ
が
国
に
も
適
用
す

る
こ
と
。
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Ｓ
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第
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／
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書
は
執
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当
時
の
も
の
で
す
）


